
    

 

 

 

 

東丘小の永遠のテーマ 

東丘小学校の校区は、緑豊かで素晴らしい地域だと思います。

そして、なんと言っても通学路内には車が通る道路がほとんど

無く、とても安全で安心な町づくりがなされています。 

しかし！登下校については、その安全・安心が子どもたちにと

って良いところと悪いところ、光と影、明と暗があります。 

通学路を見回っていると、通りすがる地域の方から『広がって

歩くのをどうにかしてください』『前から来ているのによけよ

うともしなくて…』という声などはちらほら耳に届きます。 

もちろん、お電話でもそのような声が学校に届いています。 

 自転車などが気を遣ってよけてくれたり、スピードを落として

ゆっくり進んでくれたりしている様子も見受けられます。 

 そのような声を頂戴するたび子どもたちへの生活指導を行い、

ＰＴＡさんからも登下校マナーにおける啓発のお知らせを発行

していただくなど、あの手この手を駆使しています。 

 それでもすぐには効果が現れるという訳ではありません。 

道の真ん中に線を引く？線だけでは簡単に越えられるのでポー

ルを立てる？？前を見ていないとびっくりするようなトリック

アート的な模様を描く？？？かくなる上は至る所に『広がらな

い看板』を設置するなどなど。 

そんなことをすると折角の東町の景観が損なわれてしまうので、 

他に何とかする方法はないのでしょうか？ 

今から約 400年前ほど前の江戸時代に、“江戸しぐさ”という粋

な行動があったといいます。（諸説あり） 

いくつかあるその中で“傘かしげ”という江戸しぐさ。 

“お互い様”から少し相手側に思いを馳せる感じのものです。 

あれこれ考えるよりも、究極は一人ひとりが《道は広がらずに、

譲り合いながら歩く》という意識をもてば、すぐにでも解決し

そうな感じなのですが😄 

ご家庭の方でも、通学路のマナーやモラルに 

ついて今一度お話しいただき、永遠のテーマ 

の解消へ向けて共同・協同をお願いします。  

       

       

       

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１２月の主な予定】 

 

学 年 1 2 3 4 5 6 計 

児童数(10/31現在) 101 108 127 86 106 82 610 

1 火  

2 水 クラブ④ 

3 木 文化の日 

4 金 校外学習（5年） 

5 土  

6 日  

7 月  

8 火  

9 水  

10 木 校外学習（３年） 

11 金 校外学習（１年） 

12 土  

13 日  

14 月  

15 火  

16 水 校内研究授業（６－３：5限） ※その他の学年クラスは 13：20下校 

17 木 人権参観・学級懇談（１・３・５年：５・６限） 

18 金 人権参観・学級懇談（２・４・６年：５・６限） 

19 土  

20 日  

21 月 視力検査（６年） 

22 火 交通安全教室（１～３年：2限）（４～６年 3限） 

23 水 勤労感謝の日 

24 木 視力検査（５年） 

25 金 視力検査（４年） 非行防止教室（5年） 

26 土  

27 日  

28 月 視力検査（３年） 個人懇談お知らせ配布 

29 火 視力検査（２年） 

30 水 視力検査（１年） 

7日（水）委員会・卒業アルバム写真撮影 12日～16日作品展 

12日（月）13日（火）15日（木）個人懇談 【16日（金）予備日】 

22日（木）給食終了※13：20下校予定  ２３日（金）終業式 
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11月の行事予定 

 
※新型コロナの感染状況により、予定が変更となる場合がございます。 

運動会を終えて・・・ 

秋晴れの爽やかな…というよりは、季節外れにしても驚きの暑い日にな

りましたが、おかげさまで滞りなくまた一つ、行事を終えることができま

した。 

２０１９年までの東丘小の運動会を憶えておられる方にとっては、まだま

だ物足りない感があるのも否めませんが、２０２０年以降が初めての方

にとっては、少しは上向きになってきている、そう受け取っていただけると

ころもあるのではないでしょうか。 

保護者のみなさまにはコドモンにて運動会アンケートをお願いしました

が、たくさんのご回答・ご意見いただき誠にありがとうございました。 

子どもたちの頑張った姿に感動し讃えていただくものはもちろんです

が、私たち教職員の労まで慮っていただくようなものも多数ありました。

そのような声は非常に有難く、この場をお借りして感謝申しあげます。 

改善の余地における意見には、『保護者としての切なる願い』が詰まっ

ているように感じました。そのアンケートを集約しながら、もし来年の今

頃、新型コロナの影響が今並か軽微になっていることが前提にはなりま

すが、運動会の在り方について一定の形が見えてきたように思います。 

（あまりにも早過ぎて、鬼も笑ってくれるかどうかわかりませんが…👹） 

運動会に関わらず、日常のいろいろな行事や取組みなど、子どもたちの

ニーズもしっかりと掴みながらより充実させるとともに、開かれた教育

課程を実現していきたいと思いますので、今後とも温かいご支援・ご協

力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

いいんだけどもな～ 

いつも廊下を歩くたび、忘れ物・落とし物コーナーの 

近くを通ります。そのコーナーを通るたび、誰かが整理 

してくれているのがわかるぐらいきれいに並んでいます。 

『素晴らしい景色』だと思う反面、『増えてない？』とも思いながら…。 

落とし物を拾ってきれいに並べてくれている、それは間違いなく素晴らし

いことですが、そもそも忘れ物や落とし物をしない方が素晴らしく、あっ

たとしても名前が書いてあれば何とか持ち主に返すことができます。 

教室でも同じ。拾って名前があれば本人行き、なければ落とし物ＢＯＸ

行きが決定し、そのままさみしく落とし物コーナーで３学期の修了を迎え

るmonoもあるでしょう( ﾉД`)ｼｸｼｸ… 

とにかく【名前】が書いてあれば届く可能性が限りなく高まるので、持ち

物にはしっかり名前を書くように心がけてほしいと思います。 

でも、そこは「にんげん」だもの、誰だって忘れることもあれば落とすこと

もあるのが当たり前、仕方ないです。（実は大人の世界の方が凄い！） 

忘れ物・落とし物も学校の永遠の課題ですが、限りなく“０（ゼロ）”に

近づけたいものです。（せめて服ぐらいは自分のだと気付けるように） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 


